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第第３３章章  たたつつのの市市のの環環境境目目標標  

１１  環環境境目目標標  

   本計画を推進する上で、目指すべき環境像である「環境目標」を次のとおり定めます。 

   全ての環境施策はこの目標の実現に向けて行われるものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

環環  境境  目目  標標  

豊かな自然を未来へつなぐ 

潤いあふれる快適なまち たつの 

本市固有の財産である、歴史や文化と豊かな自然が調和した環境を次世代に引き継

いでいくためには、市民・事業者・市のそれぞれが環境に配慮した日々の生活や事業

活動を行い、環境保全に取り組んでいくことが必要です。 

環境の保全に当たっては、地域活力と生活の質の維持との調和を図りながら、地域

のきずなを育むコミュニティを再生し、地域を活性化する産業振興、まちの魅力を発

信する観光振興などへと結びつけ、市民が愛着と誇りを持てるまちづくりへの取組を

推進します。 

本市の資源は、先人から受け継いだかけがえのない地域資源と位置づけ、市民はも

ちろん本市を訪れる人々にとっても魅力あふれる、「豊かな自然を未来へつなぐ潤い

あふれる快適なまち」を目指します。 

コスモスまつり 
（揖保川町馬場） 

龍野城 
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２ 基本目標 

   環境目標を実現するために、次の４つの基本目標を定めます。 

 

 

 

 

  

 
 
 
＜基本方針＞ 
 市民生活や事業活動を営む上で、身近な環境に負荷をかけないよう配慮し、緑があふれ、

ごみがない愛着持てるまちづくりに取り組むことで、安心・安全に暮らせる快適な生活環境

を維持することを目指します。 
 また、地域の環境保全活動を通して、住民同士のつながりを深めていきます。 

１ 生活環境分野 安全で快適な生活環境の創出 
 

 

 
 
 
＜基本方針＞ 
 本市の特色である、山・川・里・海の豊かな自然環境を保全しつつ、多様な生物が生息、

生育できるように、また市民が潤いのある生活が送れるよう、地域の特性を生かした保全や

整備に取り組み、豊かな自然環境を活用した活動や自然と調和する美しいまちづくりに努め

ます。 

２ 自然環境分野 自然環境の保全と活用   
    

 

 
 
 
＜基本方針＞ 
 市民・事業者・市が適切な役割分担のもとそれぞれの立場から、また、お互いの協力と 

連携によって、有用な資源の再使用や再生利用を推進するとともに、ごみの減量化活動及び

ごみの適正な処理の啓発に取り組み、持続可能な循環型社会*の構築を目指します。 

３ 循環型社会＊分野  循環型社会＊の形成      
 

 
 
 
＜基本方針＞ 
 身近な地域の環境を守ることが、地球全体の環境を守ることにつながるという考えに立

ち、市民・事業者・行政が一体となり、水や空気がきれいな安全で快適な生活環境や、温室

効果ガス＊の排出を実質ゼロとする、ゼロカーボンシティ＊の実現を目指します。 

４ 地球環境分野 ゼロカーボンシティ＊の実現  
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３３  施施策策体体系系  

   環境目標及び基本目標を達成するため、以下の取組を進めます。 

 
 環境目標 基本目標 目標を達成するための取組 

３ 循環型社会＊分野 

２ 自然環境分野 

１ 生活環境分野 

豊
か
な
自
然
を
未
来
へ
つ
な
ぐ 

潤
い
あ
ふ
れ
る
快
適
な
ま
ち 

た
つ
の 

４ 地球環境分野 

 

 

 

 

安全で快適な 

生活環境の創出 

自然環境の 

保全と活用 

循環型社会＊の 

形成 

ゼロカーボンシティ

＊の実現 

 

(１) 生活環境の調査、監視及び情報提供 

(２) 上下水道施設及び道路などの整備 

(３) 環境美化活動の推進 

(４) 市街地の緑化の推進、公園緑地、水辺環境 

などの確保 

(５) 都市景観の保全と活用 

 

 

 

(１) ごみの減量化・再資源化の推進 

(２) 廃棄物の適正処理の推進 

(１) 省エネルギー化の推進 

(２) 再生可能エネルギー＊の導入促進 

(３) 地球温暖化対策の基盤整備 

(４) 運輸部門における取組 

(１) 森林・河川・海などの自然環境の保全 

(２) 農地の保全 

(３) 生物多様性＊の保全と啓発 

(４) 野生動物の保護及び有害鳥獣の適切な管理 

(５) 自然環境学習や自然とのふれあいの推進 

(６) 豊かな環境の活用 




